
平成24年度 新規事業候補箇所説明資料

資料 ３－１

①一般国道１３号 福島西道路（Ⅱ期）

②一般国道１２１号 （会津縦貫南道路） 湯野上バイパス

③一般国道６号 日立バイパス（Ⅱ期）

④一般国道１３８号 新屋拡幅

⑤一般国道１号 島田金谷バイパス

⑥一般国道１６８号 （五條新宮道路） 長殿道路

⑦一般国道５５号 （阿南安芸自動車道） 安芸道路

⑧一般国道５８号 北谷拡幅
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福島県内 新規採択時評価の対象箇所 位置図

今回の新規事業採択時評価
対象箇所対象箇所

一般国道１３号
福島西道路（Ⅱ期）

東北中央自動車道
（福島～霊山）
【計画段階評価完了】

福島

相馬

相馬地域
避難者の状況（人）
避難者数 －約２６，７００
受入数 ＋約１７，６００

米沢

大
峠
道

L

（L=6.3km）

喜多方

警戒区域
20km圏

福島県立医科大
付属病院

会
津
縦
貫
北
道
路

L

約20km

道
路

25.2km

会津若松

福島第一
原子力発電所

会津中央病院

太田西ノ内病院

中通り地域
避難者の状況（人）
避難者数 －約１０，６００
受入数 ＋約４２，７００

会津地域
避難者の状況（人）

路

一般国道１２１号
（会津縦貫南道路）
湯野上バイパス（L=8.3km）

郡山

太田西ノ内病院

双葉地域
避難者の状況（人）
避難者数 －約５１，９００

避難者の状況（人）
受入数 ＋約７，５００ 会

津
縦
貫
南
道
路

L

小沼崎バイパス
【県事業中】
（L=1 5km）

南会津

白河

東日本大震災（H23.3.11）
津波浸水区域

H23.7新潟・福島豪雨
通行止め箇所

L

約50km

=

調査区間
【県調査中】
（L=約9km）

いわき

磐城共立病院
いわき地域
避難者の状況（人）
避難者数 －約 ６，６００
受入数 ＋約２７，９００

３次医療施設

通行 箇所

栃
木
西

福島県全体
福島県外へ約６２，０００人が避難

※避難者の状況：福島県復興計画（第１次）（H23.12）至 日光

西
部
・会
津
南
道
路

（
候
補
路
線
）

L

約60km
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一般国道１３号 福島西道路（Ⅱ期）に係る新規事業採択時評価

１．事業概要
ふくしま まつかわ あさかわ

乗用車類 小型貨物 普通貨物

約16,300台/日 約2,300台/日 約4,100台/日

一般国道13号
福島西道路（Ⅱ期）

２．道路交通上の課題
図１ 事業位置図

①主要渋滞ポイント等に位置付けのある交

差点が存在

・福島都市圏南部の南北方向の幹線道路

は一般国道４号のみであり、交通の集中に

より最大約1,100mの渋滞が発生 （図２、

写真①）

図２ 国道４号の渋滞状況

③災害発生時の代替路不足

・2011.3.11東日本大震災にて並行する国道４

号（福島市伏拝地区）で土砂崩れが発生。

７日間の全面通行止め及び４０日間の片側１

車線対面通行により、市民生活へ多大な影

響を与えた。（写真②）

写真② 国道４号伏拝地区の土砂崩落状況（H23.3.11）

３．整備効果

効果１ 交通の分散により交通渋滞を緩和

効果２ 交通事故の減少

・急勾配区間の回避および渋滞の緩和によ

り交通事故の減少が期待

・福島西道路(Ⅱ期)の整備により集中してい

た国道４号の交通の分散が図られ、国道４

号の交通渋滞が緩和する。

効果３ 災害に強い道路ネットワークの確保

・緊急時の代替路を確保（図３）

図３ 整備後の道路網

Ｂ/Ｃ １．７

総費用 183億円 総便益 315億円 基準年

事業費：161億円

維持管理費：22億円

走行時間短縮便益：282億円

走行経費減少便益： 14億円

交通事故減少便益： 19億円

平成23年

・経済的内部収益率（EIRR）：７．６％
※総費用・総便益については、基準年（H23)における現在価値を記入

※便益には、３便益（走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益）を計上

費用対便益の詳細

福
島
西
道
路
（Ⅱ
期
）

Ｌ
＝

㎞
6.3

福
島
西
道
路

Ｌ
＝

㎞

7.7

福島県立医科
大学付属病院

伏拝交差点

黒岩交差点

黒岩（上り）
渋滞：200ｍ

伏拝（上り）
渋滞：620ｍ

黒岩（下り）
渋滞：1,100ｍ

伏拝（下り）
渋滞：710ｍ

福
島
西
道
路
（Ⅱ
期
）

福島県立医科
大学付属病院

伏拝交差点

黒岩交差点

土砂崩落箇所
（H23.3.11）

市街地を西回りに
迂回できるルート
が確立

急
勾
配
区
間

ふくしま おおもり

・福島市街地から第三次

救急医療機関である福

島県立医科大学付属病

院へは渋滞区間を通過

しなければならず救急搬

送に支障をきたしている。

写真① 伏拝交差点付近の渋滞状況 出典：渋滞長調査（H23）

・起 終 点：福島県福島市松川町浅川

～福島市大森

・延 長 等：６．３ｋｍ
４車線 設計速度８０km/h

設計速度６０km/h
・全体事業費：約２４５億円

・計画交通量：約２２，７００台／日

〔福島市街地（テレビユー福島東側交差点）から

福島県立医科大学付属病院前までの所要時間

現況：21分→整備後：15分〕

テレビユー福島
東側交差点

i=5%

②多発する交通事故

・福島都市圏南部の国道４号では１４８件（H18～21）もの事故が発生。特に伏拝交差点、黒

岩交差点は事故が多い箇所となっている。

＋ 福島県立医科
大学付属病院
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・起 終 点：福島県南会津郡下郷町大字高陦

１．事業概要 ３．整備効果 ＜＜防災面等の課題に対する効果＞＞

効果１ 防災・災害時の救助活動等みなみあいづ しもごうまち たかしま

一般国道１２１号（会津縦貫南道路） 湯野上バイパスに係る新規事業採択時評価
ゆ の か み

上杉神社
会津・米沢観光圏

起 終 点：福島県南会津郡下郷町大字高陦

～同県同郡同町大字塩生地内

・延 長 等：８.３ｋｍ

（２車線、設計速度８０km/h）

・全体事業費：約２４０億円

計画交通量 約９ ４００台／日

・落石等の通行止め回避、隘路解消により安心・安全な交通確保

通行規制区間（0.5ｋｍ）、防災点検要対策箇所（4箇所） → 回避

急勾配（I＞5％）100ｍ、急カーブ（R＜150ｍ）16箇所 → 回避
効果２ 住民生活
・南会津地域から３次医療施設（会津若松市）までの搬送時間を短縮

しおのう

鶴ヶ城

飯盛山

喜多方市街

・計画交通量：約９，４００台／日

乗用車類 小型貨物 普通貨物

約5,500台/日 約1,300台/日 約2,600台/日

南会津地域から 次医療施設（会津若松市）までの搬送時間を短縮

・また、生活圏中心都市へのアクセス向上により、交流連携促進

南会津町～会津中央病院 ６９分 → ４２分（２７分短縮）
（うち当該事業：６９分 → ６７分（２分短縮））

３次医療施設60分カバー人口率 25％ → 55％（約9,800人増加）
（うち当該事業：25％ → 38％（約 人増加））

湯野上温泉

大内宿

芦ノ牧温泉

効果３ 地域経済・地域社会等

・関東方面からのアクセス時間が短縮されるとともに、走行性・安全性が向上

・会津・米沢観光圏のアクセス時間が短縮され、連携強化が期待

【会津・米沢観光圏】喜多方市～南会津町

96分 → 52分（44分短縮）

（うち当該事業：25％ → 38％（約4,400人増加））

会津縦貫南道路
一般国道121号
湯野上バイパス

日光東照宮

塩原温泉郷

日光観光圏

鬼怒川温泉

２．道路交通上の課題

①防災 災害時の救助活動等

96分 → 52分（44分短縮）

【関東方面】白河IC～大内宿 64分 → 62分（2分短縮）

図１ 事業位置図

▲観光期の渋滞（大内宿）

華厳の滝

至 喜多方市

①防災・災害時の救助活動等

・南会津地域～会津若松市の緊急輸送道

路にも関わらず、落石崩壊による特殊通

行規制区間、線形不良箇所等が多く緊急

物資の輸送に支障

整備前 ２５％
↓

整備後 ５５％

60分カバー人口率

大内宿①

南会津町物資 輸送 支障

②住民生活

・南会津地域に救命救急を担う第３次救急

医療施設がなく、60分で到達できない地域

が広く存在し、救急搬送時間短縮が課題 費用対便益の詳細

整備前 ６４分
↓

整備後 ６２分

白河IC～大内宿

図3 拠点間の連絡時間
3次医療施設60分カバー圏の変化

白河IC

①

整備前 ９６分
↓

整備後 ５２分

喜多方市～南会津町

③地域経済・地域社会等

・県内随一の観光地（大内宿等）へのアクセ

ス強化による観光支援が求められる

※：総費用、総便益については、基準年（Ｈ２３年）における現在価値を記入。

図2 主要な通行規制区間及び通行止箇所

B/C 1.4

総費用 176億円 総便益 238億円 基準年

事 業 費： 1 7 0億円

維持管理費 ： 5 . 5 億円

走行時間短縮便益 ： 1 8 7 億円

走行経費減少便益 ： 4 2 億円

交 通 事 故 減 少 便 益 ： 9 億 円
平成23年度

・経済的内部収益率（ＥＩＲＲ）：５．８％

▲新潟・福島豪雨で落橋した二本木橋
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青森市
五所川原市

むつ市

六ケ所村
（むつ小川原港）

由利本荘市

男鹿市
（秋田船川港）

宮古市

花巻市

釜石市

大船渡市

久慈市

石巻市

塩竃市

名取市
（仙台空港）

多賀城市

いわき市
（小名浜港）

南相馬市

相馬市

2

3

4

78

9
12

13

14

15

16

17

十和田市
6

5

1

10

盛岡市

鹿角市
能代市

秋田市
（秋田空港）

大仙市

横手市

北上市

奥州市

一関市

登米市

気仙沼市

大崎市東根市
（山形空港）

新庄市

鶴岡市

天童市
仙台市

伊達市
米沢市

会津若松市

南会津町

郡山市

二本松市

須賀川市

福島市

大館市

18

19

20
21

22

23

2425

26

2728

29

30

43

39

36

34

48

47

42

44

33

35

38

71

1

53

68

55

57

50

64

67

59

72

73

74

93
92

94

96

77

75

79

81

83

84

89

87
88

90

98

116

100

103

115

118

104

105

112

108

109

82

85

95

65

102

119

122

123
124

127

129

128

130

131
132

133

134

135

136 126

137

5

58

70
49

52

山形市

八戸市
弘前市

54

村上市

138

喜多方市

新潟市
140 141

142

日立市

那須塩原市
144

145

146

147

148

111

149

99

酒田市
湯沢市

69

栗原市
31

白河市

北秋田市
（大館能代空港）

150

①主要都市・拠点間の防災機能 【評価：◎】

②ネットワーク全体の防災機能 【評価：◎】

・当該リンク周辺の市町村から、最寄りの高速道
路ＩＣ及び隣接市町村までの到達時間を計測。
・当該リンクの整備による到達時間の短縮度合
いからネットワーク全体の防災機能向上を評価。

ランク 耐災害性 多重性
A あり あり
B あり －
C なし あり
D なし なし

※隣接事業中・調査中区間

が整備済と仮定

弱点度
（整備前）

弱点度
（整備後）

改善度

当該リンクが
遮断され不通
（∞）

０．７
当該リンクの整備
により不通が解消

（∞）

●南会津町～会津若松市の評価

（目標）
現 況 → 整備後

（Ｂ）
D → Ｂ

３．整備効果 ＜＜防災面のネットワーク上のリンクとしての効果＞＞

【現況の評価レベル（東北地方）】 【整備後の評価レベル（東北地方） 】

現 況：主経路に通行規
制箇所があるため、
評価レベルはＤとなる。

整備後：当該事業のルー
トが通行規制箇所を避け
て計画しているため、災
害危険性はなく、評価レ
ベルはＢとなる。

一般国道１２１号（会津縦貫南道路） 湯野上バイパスに係る新規事業採択時評価
ゆ の か み

青森市
五所川原市

むつ市
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（むつ小川原港）
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一般国道６号 日立バイパス（Ⅱ期）に係る新規事業採択時評価
ひたち

１．事業概要 ３．整備効果

・起 終 点：茨城県日立市国分町

～茨城県日立市旭町

・延 長 等：３．０㎞

(２車線 設計速度８０㎞/h)

ひ たち こくぶちょう

ひ たち あさひちょう

効果１ 交通渋滞の緩和

・日立バイパス(Ⅱ期)の整備により、日立地区の国道6号、国道245号の交

通渋滞が緩和されることによって、市民の通勤、買い物などの日常生活

の移動性・利便性が向上。（図3）
日
立
バ

至 福島県

日
立
バ
イ
パ
ス

（
Ⅱ
期
）

(２車線、設計速度８０㎞/h)

・全体事業費：約２４０億円

・計画交通量：約１６，１００台／日

乗用車 小型貨物 普通貨物

【国道6号(現道)日立市西成沢地先における混雑度】

現況 2.18 ⇒ 整備後 1.13日立市

イ
パ
ス

L=4.7km

L=3.0km

該
当
箇
所

（
事鮎

凡 例

供用中

事業中

該当箇所
主要渋滞ポイント等

至 福島県

２．道路交通上の課題

約12,200台/日 約1,700台/日 約2,200台/日

日立市西成沢地先
交通量：2.0万台/日
混雑度：1.13

日立市

日立中央IC

大
和
田
拡

山
側
道
路

（
事
業
中

（
事
業
中
）

事
業
中
・
計
画
）

鮎
川
停
車
場
線

①交通集中による渋滞

至 福島県

図1 事業位置図

混 雑 度

： 未満

至 水戸市

拡
幅

中
）

主要渋滞ポイント等

日
立
バ
イ
パ
ス

（
Ⅱ
期
）

・日立市内の市街部を通過する南北方
向の幹線道路は、国道6号、国道245号
に限られており、交通が集中している。
特に国道6号は混雑度が1.5以上と高

2）

①交通集中による渋滞

部品生産
企業

製品搬出

部品搬入

生産拠点

日立市西成沢地先

日立市
(資料)交通量推計結果

図3 整備後の混雑状況（日立バイパス(Ⅱ期)整備後）

： .00未満

：1.00～1.25
：1.25～1.50
：1.50以上

日立中央IC

い。（図2）
・交通が集中する日立地区は、地区全体
が交通需要に対して交通容量が不足
するため、茨城県の主要渋滞ポイント
等に位置づけられており、市民の円滑
な移動を阻害 （図2）

茨城港
日立港区

部品搬入

工 場

至 水戸市

日立市宮田町地先
交通量：2.1万台/日
混雑度：1.65

日立市西成沢地先
交通量：3.7万台/日
混雑度：2.18

該当箇所

L=3 0km

効果２ 物流機能の強化

・日立バイパス(Ⅱ期)の整備により、国道6号、国道245号の交通渋滞が緩和

され、部品生産企業から生産拠点への物資の輸送及び生産拠点から日立

港区への物資輸送の定時性・速達性が改善し、生産効率の向上や企業コ

な移動を阻害。 （図2）

・日立市には、大手メーカーの電機関連企
業が約５０社立地し、一大工業地域を形
成。代表的な製品である電力発電設備
（タ ビン）の部品は 主に国道6号により

②物資輸送の速達性 生産拠点

部品生産
企業

至 水戸市

ストの低減に寄与。（図3）

費用対便益の詳細

混 雑 度

未満

（タービン）の部品は、主に国道6号により
部品生産企業から生産拠点へ輸送。生
産拠点で組み立てられた電力発電設備
は、主に国道245号により日立港区へ輸
送。しかし、日立市内の国道6号、国道

号 交通渋滞が日常化し る と Ｂ／Ｃ

総費用 １７７ 億円 総便益 ２３９ 億円 基準年

事業費： １６７億円 走行時間短縮便益： ２０８ 億円

企業

茨城港
日立港区

製品搬出

部品搬入

工 場

(資料)H22道路交通センサス

図2 並行する国道6号の混雑状況(現況)
・経済的内部収益率(EIRR)：５．９％
※１：総費用、総便益については、基準年(H23年)における現在価値を記入。
※２：総便益には、3便益(走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益)を計上。

：1 00未満

：1 00～1.25
：1 25～1.50
：1 50以上

245号の交通渋滞が日常化していること
から、混雑している昼間を避け夜間に輸
送を行っており、その影響で生産効率の
低下や企業コストの増加を招いている。
（図2）

Ｂ／Ｃ １．４

交通事故減少便益： ４ 億円

平成２３年維持管理費： ９ 億円 走行費用減少便益： ２７ 億円
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１．事業概要
・起 終 点：山梨県富士吉田市上吉田七丁目

～山梨県富士吉田市上吉田堰林

・延 長 等：２．６ｋｍ（４車線、設計速度６０km/h）

２．道路交通上の課題

３．整備効果

・全体事業費：約８０億円

一般国道１３８号 新屋拡幅に係る新規事業採択時評価

図１：事業位置図

ふ じ よ し だ かみよしだ

あらや

ふ じ よ し だ かみよしだ せきばやし

該当箇所
L=２.６km

一般国道138号

新屋拡幅

効果１ 交通渋滞の解消

・新屋拡幅の整備により、不足する幹線
道路の交通容量が確保されることで、
国道138号新屋区間の渋滞が解消し、
通勤・業務・観光周遊交通の円滑化が
期待できる。（図４）

【国道138号（当該区間）

における混雑度（平日）】

富士吉田市上吉田

現況 1.71 ⇒ 整備後 0.74

富士吉田市新屋

現況 1.63 ⇒ 整備後 0.42 図６ 整備後の混雑状況（新屋拡幅区間整備後）

（資料：交通量推計結果）

・計画交通量：約３４，０００台／日

乗用車類 小型貨物 普通貨物

約23,200台/日 約4,300台/日 約6,500台/日

【国道138号富士吉田市上吉田】

交通量 混雑度

平日 3.4万台/日 0.74

交通量 混雑度

平日 1.9万台/日 0.42

【国道138号富士吉田市新屋】

B/C 3.3

総費用 ６８億円総便益 ２２３億円基準年
事業費： ５８億円

維持管理費： １０億円

走行時間短縮便益： ２１１億円

走行費用減少便益： １２億円

交通事故減少便益：０．８８億円
平成23年

費用対便益の詳細

※1：総費用、総便益については、基準年(Ｈ23年)における現在価値を記入。
※2：総便益には、3便益（走行時間短縮便益、走行時間経費減少便益、交通事故減少便益）を計上。

中央
自動
車道

至
富
士
宮

至甲府

富士吉田市

東
富
士
五
道
路

河口湖IC

富士吉田IC

効果２ 定時性の向上（所要時間の短縮）

・新屋拡幅の整備により、国道138号新屋区間の渋滞が解消され、富士山駅－山中湖
間の周遊バスの所要時間が短縮、周遊観光にゆとりが創出される。

・国道138号新屋区間の渋滞が解消することで、観光客の拠点である富士山駅から山
中湖に至る国道沿線観光地までの定時性が向上し、観光客が旅行計画に沿って周
遊することができるようになる。

①交通渋滞

・国道138号の上宿交差点～富士見公園前

交差点間は信号交差点が多く、平日は地

域内通勤・業務交通、休日や観光シーズ

ンは周遊を目的とした観光交通が集中し、

平日休日とも混雑度1.25以上と渋滞が激

しい（図２）。

・交通が集中する新屋地区は地域全体が

交通需要に対して交通容量が不足するた

め、山梨県の主要渋滞ポイント等に位置

づけられており、市民や観光客の円滑な

移動を阻害。

②観光交通に定時性がない

・観光ピーク期には、自家用車による観光

客のみならず、周遊バスの利用も渋滞に

よって阻害され、富士山駅～山中湖を周

遊するバスの所要時間が、時刻表から大

幅に遅れるなど、渋滞が観光産業に影響

を及ぼしている（図３）。

図１：事業位置図

図２：富士吉田市街地の混雑状況(現況）

【国道138号富士吉田市上吉田】

交通量 混雑度

平日 2.4万台/日 1.71

休日 2.2万台/日 1.61

交通量 混雑度

平日 2.3万台/日 1.63

休日 2.4万台/日 1.74

【国道138号富士吉田市新屋】

該当箇所
L=２｡６km

上宿

富士見公園前

（資料： H20交通量調査、H17道路交通センサス）

富士吉田市至
富
士

宮

図３ 富士山駅-山中湖間周遊バスルート

該当箇所
L=２｡６km

周遊バスルート

観光施設

富士山駅至
富
士

宮

至大月

至御殿場

山中湖

主要渋滞ポイント等

主要渋滞ポイント等

該当箇所
L=２｡６km

４車
線

２車
線

③避難路としての機能が不十分

・富士山噴火時等の災害時において、幹線道

路である国道138号は避難路として活用が

見込まれるものの、避難路の必要幅員であ

る15m以上を確保できておらず、円滑な避難

が困難。 （図４・５）

効果３ 災害時の安全性確保（避難路の確保）

・新屋拡幅の整備により、避難路に必要な幅員が確保され、富士山噴火時等における
災害時の安全な避難ルートの一翼を担う。

図４：避難路の必要幅員
（資料：大臣基準改正に係る広域避難地・
避難路の設計について 国土交通省）

図５：現況幅員
（国道138号新屋地区）

避難に必要な幅員
消防活動に
要する幅員

落下物 駐車車両等により閉塞される幅員

15m以上

2.0m 7.0m 2.0m4.0m
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観光時期における交通状況 （平日（10月）と観光ピーク（8月））

＜富士見バイパス南交差点の渋滞状況＞

４
車
線

道の駅
富士吉田

河口湖

至御殿場

至道志

至富士宮

富
士
見
バ
イ
パ
ス

至甲府

富士山
ﾚｰﾀﾞｰﾄﾞｰﾑ館

歴史民俗
博物館

富士スバルランド

諏訪の森公園
(富士パインズパーク）

山中湖

富士山駅
富
士
急
行

富士吉田IC

河口湖IC

中
央
道

東富士五湖道路

至須走IC

富士河口湖駅

富士登山口
(吉田口)

139

137

139

138

河口湖IC

富士見バ
イパス南

上宿

富士見
公園前

首都圏
勝沼

中央道

新屋拡幅 L=2.6km

139

富士
北麓公園

山中湖IC

富士湧水の里
水族館

忍野八海

花の都
公園

資料：はとバス・クラブツーリズム ヒアリング結果

【国道１３８号を通行するバスツアー】
◆大手２社ツアー数及び便数
（H23.８月のべ）

ツアー数：約70ツアー
運行便数：約680便

４車線

２車線

バスツアールート

至大月

＜国道１３８号沿線の観光施設等＞

１施設当たり年間約１００万人

以上訪れる観光施設等が集中

施設名
H21年度
来訪者数

富士急ハイランド 約195万人

北口本宮冨士浅間神社 約140万人

道の駅 富士吉田 約94万人

国道138・139号沿線
観光施設等の来訪者数

北口本宮
冨士浅間神社

富士急ﾊｲﾗﾝﾄﾞ

出典：各施設ヒアリング結果

至富士宮 至御殿場走行方向

渋滞長
富士見バイパス南

平日の約3.6倍

1,550m

420m
平日
(H23.10.26)

観光ピーク時
(H23.8.14)

＜時間帯別旅行速度＞

※上宿交差点～富士見公園前交差点間のリンク延長にしめる割合

上宿
富士見

BP南

富士見

公園前

７時台

下り ８時台

９時台

１０時台

１１時台

１２時台

１３時台

１４時台

１５時台

１６時台

１７時台

１８時台

７時台

上り ８時台

９時台

１０時台

１１時台

１２時台

１３時台

１４時台

１５時台

１６時台

１７時台

１８時台

上宿
富士見

BP南

富士見

公園前

７時台

下り ８時台

９時台

１０時台

１１時台

１２時台

１３時台

１４時台

１５時台

１６時台

１７時台

１８時台

７時台

上り ８時台

９時台

１０時台

１１時台

１２時台

１３時台

１４時台

１５時台

１６時台

１７時台

１８時台

【
平
日
】

【
観
光
ピ
ー
ク
】

H23.10平日平均 H23.8休日平均

至富士宮 至御殿場走行方向

通過時間
富士見バイパス南

約6分

約17分

平日の約2.8倍
平日
(H23.10.26)

観光ピーク時
(H23.8.14)

旅行速度凡例
■20km/h未満
■20～30km/h
■30～40km/ｈ
□40km/h以上

速度20km/ｈ未満が34％※速度20km/ｈ未満は約５％※
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島田市

掛川市

富士山静岡空港

該当箇所

L=10.4km

大代IC
旗指IC 野田IC

東光寺IC

日坂IC

島田金谷ＩＣ

向谷IC

菊川IC
金谷御前崎
連絡道路

菊川市

新東名高速道路

１１

１１

150150

473473

焼津市

吉田町

牧之原市

御前崎市

菊川市

島田市

掛川市

藤枝市
静岡市

藤枝岡部ＩＣ

焼津ＩＣ

吉田ＩＣ

相良牧之原ＩＣ

菊川ＩＣ

掛川ＩＣ

富士山静岡空港

該当箇所

L 10.4km

大井川

焼津港

大代IC
旗指IC 野田IC

東光寺IC

谷稲葉IC

内谷IC

広幡IC
藪田東IC

丸子IC

日坂 C

八坂IC
千羽 C宮脇IC

西郷IC
金谷御前崎
連絡道路

島田金谷ＩＣ

藪田西IC

向谷IC

菊川IC

新
東
名
高
速
道
路

東
名
高
速
道
路

至 御前崎港

・起 終 点：静岡県島田市野田～静岡県掛川市佐夜鹿

・延 長 等：１０.４ｋｍ（４車線、設計速度８０km/h）

・全体事業費：約２４０億円

・計画交通量：約５８，８００台／日
島田金谷バイパス
（４車線化）

一般国道１号 島田金谷バイパスに係る新規事業採択時評価
しまだかなや

１．事業概要 ３．整備効果

２．道路交通上の課題

乗用車 小型貨物 普通貨物

約２7,０００台/日 約６,１００台/日 約２５,７００台/日

しまだ のだ かけがわ さよしか

① 交通容量不足による交通渋滞

・浜松・静岡両都市圏間の国道１号バイパスにおいて、４車線化事業中の区
間を除くと、当該路線の混雑度はワースト１位。（図２）

図３ ピーク時旅行速度・所要時間の変化

効果① 交通容量確保による渋滞の緩和

・大井川渡河部並行路線の渋滞緩和

図１ 事業位置図

渋滞状況（新大井川橋：上り線）

▲当該区間の渋滞状況

費用対便益の詳細

・経済的内部収益率（ＥＩＲＲ）：１８．３％
※1：総費用・総便益については、基準年(H23)における現在価値を記入
※2：便益には、３便益（走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益）を計上

しずおか しずおか

図４ 並行路線（大井川渡河部）の混雑度の変化

国道1号
新大井川橋

（県）島田金谷線
大井川橋

（主
）島
田
吉
田
線

島
田
大
橋

（主
）島
田
吉
田
線

谷
口
橋

至 御前崎 至 東名 吉田IC

至

東
京

至

名
古
屋

大代IC 野田IC旗指IC

向谷IC
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・ピーク時旅行速度の向上・所要時間の短縮（図
３）

・４車線化に伴う交通転換により、他の渡河部（橋梁部）における渋滞が緩和。（図４）

凡例

該当箇所

供用中

事業中

凡例

該当箇所

供用中

事業中

凡例

該当箇所

供用中

事業中

３便益

B/C
５．６

総費用 ２２８億円 総便益 １,２８９億円 基準年

事業費 ： １８２億円

維持管理費 ： ４６億円

走行時間短縮便益 ： １,２００億円

走行経費減少便益 ： ５６億円

交通事故減少便益 ： ３４億円

平成２３年

図２ 浜松都市圏～静岡都市圏間の交通状況
＜データ＞混雑度：H17センサスデータ

＜データ＞現況はH17センサスデータ、
整備後は交通量推計結果

2.4

2.1

1.9

2.3

1.3
1.2

1.8
1.7

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

国道1号
新大井川橋

（県）島田金谷線
大井川橋

（主）島田吉田線
島田大橋

（主）島田吉田線
谷口橋

混
雑
度

現況 整備後

・菊川IC⇔野田IC間のピーク時旅行速度
［上り］３１km/h⇒５１km/h
［下り］３０㎞/h⇒４７㎞/h

・菊川IC⇔野田IC間の所要時間
［上り］１８分⇒１１分（７分短縮）
［下り］１９分⇒１２分（７分短縮）

11

18 51

31

0

5

10

15

20

現況 整備後

所
要
時
間

（
分

）
0

10

20

30

40

50

60 旅
行
速
度

（
㎞
/
h

）

所要時間(分） 旅行速度（㎞/h）

上り（菊川IC→野田IC）

19

12
30

47

0

5

10

15

20

現況 整備後

所
要
時
間

（
分

）
0

10

20

30

40

50

60 旅
行
速
度

（
㎞
/
h

）

所要時間(分） 旅行速度（㎞/h）

下り（菊川IC←野田IC）

＜データ＞現況はH21民間プローブデータ、
整備後はミクロシミュレーション結果

・静岡県の主要渋滞ポイント等に位置づけられている向谷ICが存在。

・向谷ICの渋滞が緩和

ﾊﾞｲﾊﾟｽ名
浜松BP
（橋梁部）

磐田
BP

袋井BP
(立体部)

袋井BP
(平面部)

掛川
BP

日坂
BP

島田金谷
BP

藤枝
BP

岡部
BP

静清BP
※唐瀬ICま
で

車線数
１号BP ８ ２ ２ ４ ２ ２ ２ ２ ４ ２

１号現道 ― ２ ― ― ２ ― ― ２ ― ４

混雑度（１号BP） １．６ ２．４ ２．５ １．０ １．９ １．８ ２．４ ２．４ １．２ ２．３

浜松

交差点無し
区間

交差点有り
区間

静岡磐田 袋井 島田 藤枝

至

東
京

至

名
古
屋

４車線化事業中
４車線化
事業中

天竜川 大井川

掛川
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１．事業概要
とつかわ ながとの

②地域経済・地域社会等

・五條新宮道路は五條市と新宮市の生活中心都市及びその間の市町村を結ぶ地域

一般国道168号（五條新宮道路） 長殿道路に係る新規事業採択時評価
ごじょう しんぐう ながとの

兵庫県

京都府

滋賀県

福井県

よしの

・起 終 点：奈良県吉野郡十津川村大字長殿
とつかわ ながとの

・延 長 等：２．６ｋｍ（２車線、設計速度６０km/h）

・全体事業費：
約１１０億円

計画交通量

五條新宮道路は五條市と新宮市の生活中心都市及びその間の市町村を結ぶ地域

連携軸を形成する道路であるとともに、地域住民の生活や救急医療を支え、また

世界遺産を含めた観光などの産業振興等に欠かせない道路であるが、未整備区間

において急カーブ及び幅員狭隘区間が連続しているため、円滑な交通が確保され

ておらず、地域住民の日常生活や地域の活性化に影響

・このうち奈良県長殿地区においても 急カーブ（R≦50m） 幅員狭隘区間

至 五條市

168大阪府 五條市

兵庫県

大阪府 奈良県

和歌山県

滋賀県

長殿道路

よしの

・計画交通量：
約２，８００台／日

・このうち奈良県長殿地区においても、急カーブ（R≦50m）、幅員狭隘区間

（W≦5.5m）が連続しており、自動車同士のすれ違いが困難な状況（図３）

乗用車 小型貨物 普通貨物

約1,600台/日 約600台/日 約600台/日 写真②→
←写真①

奈良県

五條市

野迫川村

辻堂バイパス

宇井バイパス

L=4.1 ㎞

L=2.2 ㎞
（一般規格改良済）

（県施行）

該当箇所

和歌山県

奈良県

三重県

長殿道路五
條
新
宮
道
路

近
畿

京奈和自動車道

２．道路交通上の課題
図1 事業位置図

該当箇所 宇宮原ﾊﾞｲﾊﾟｽ宇井ﾊﾞｲﾊﾟｽ

十津川村

至 新宮市

168 宇宮原バイパス

L=1.8 ㎞

L=2.6 ㎞

該当箇所

２車線 ４車線以上

調査中

事業中

供用中

凡 例
新宮市

畿
自
動
車
道
紀
勢
線

①防災・災害時の救助活動等

【写真①】
線形が厳しい箇所を走行する大型車

【写真②】
幅員狭隘区間ですれ違いを行う車両

凡 例

線形の厳しい箇所（R<50m）

幅員狭隘区間（W<5.5m）

図３ 線形が厳しい箇所及幅員狭隘区間 H19.3供用済みH10.6供用済み
①防 動

・五條新宮道路は、東海･東南海･南海地震などの大規模災害時において、
緊急輸送を担う紀伊半島の幹線道路ネットワークを構成する道路（図１）

・紀伊半島大水害（H23.9）の影響により、五條新宮道路の未整備区間に
おいて土砂災害による道路の寸断が奈良県及び和歌山県の両県で発生。

・この ち奈 地区では 大 な土石 によって道 が寸断した

効果１ 防災・災害時の救助活動等

３．整備効果 ＜＜防災面等の課題に対する効果＞＞

ことから、孤立集落が発生し、救命・救急活動にも支障を与えた（図２）
・過去5年（H17～21）で落石・崩土等により計７回の現道への被害が発生
・隣接する宇宮原バイパスでは、旧国道168号に甚大な被害が発生した

ものの、バイパスが供用済みであったため、通行止めは回避。

・被災箇所の迂回など災害に強い道路に改築することにより、安全な通行を確保
効果２ 地域経済・地域社会等

・五條市～新宮市間の移動時間を短縮
五條市～新宮市 約246分 ⇒ 約127分(約119分短縮)(五條新宮道路全線供用時)

(うち当該事業 約246分 ⇒ 約243分(約3分短縮))

箇所①

箇所②

箇所③

・線形が厳しい箇所・幅員狭隘区間を解消
線形が厳しい箇所 現況 6箇所 ⇒ 整備後 0箇所
幅員狭隘箇所 現況 16箇所 ⇒ 整備後 0箇所

至

図２ 該当箇所の被災状況
至 新宮

箇所④

総費用 84億円 総便益 91億円 基準年

走行時間短縮便益： 85億円Ｂ／Ｃ

該当箇所

箇所①被災状況（H23.9）

至

五
條

至

新
宮

箇所③④被災状況（H23.9）

至 五條

十津川村道
（旧国道168号）

至 五條

国道168号

箇所②被災状況（H23.9）

至

五
條

箇所④

箇所③至

新
宮

新宮

事業費： 84億円 走行費用減少便益：  6.1億円

維持管理費： 0.36億円 交通事故減少便益： 0.38億円

Ｂ／Ｃ 1.1
平成23年

※１：総費用、総便益については、基準年（H23年）における現在価値を記入。
※２：便益には、３便益（走行時時間短縮便益、走行時間経費減少便益、交通事故減少便益）に災害

時の迂回解消を含めた走行時間の短縮等を計上。

・経済的内部収益率（EIRR）：４．５％
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郡上市

坂井市

加賀市

養父市

綾部市

宮津市

小松市

鯖江市

京丹後市

福知山市

小浜市

高島市

彦根市

草津市
甲賀市

亀山市

名張市

桜井市

大和高田市富田林市

尾市

枚方市

茨木市

田尻町

岸和田市

伊丹市

宝塚市

三田市
加東市

三木市

屋市

赤穂市

たつの市

高砂市 加古川市

明石市

洲本市

橋本市

紀の川市

岩出市

南市

御坊市

白浜町

串本町

熊野市

鳴門市

伊賀市

大垣市

高山市

津山市

田辺市

丹波市

豊岡市

姫路市
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堺市

舞鶴市

亀岡市

宇治市

東近江市

長浜市

敦賀市

越前市

岡山市

鳥取市

和歌山市

奈良市神戸市
大阪市

京都市 大津市

福井市
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郡上市

坂井市

加賀市

養父市

綾部市

宮津市

小松市

鯖江市

京丹後市

福知山市

小浜市

高島市

彦根市

草津市
甲賀市

亀山市

名張市

桜井市

大和高田市富田林市

尾市

枚方市

茨木市

田尻町

岸和田市

伊丹市

宝塚市

三田市
加東市

三木市

屋市

赤穂市

たつの市

高砂市 加古川市

明石市

洲本市

橋本

紀の川市

岩出市

南市

御坊市

白浜町

串本町

熊野市

鳴門市

伊賀市

大垣市

高山市

津山市

田辺市

丹波市

豊岡市

姫路市

西宮市

堺市

舞鶴市

亀岡市

宇治市

東近江市

長浜市

敦賀市

越前市

岡山市

鳥取市

和歌山市

奈良市神戸市
大阪市

京都市 大津市

福井市

①主要都市・拠点間の防災機能 【評価：◎】

五條市～新宮市の評価

②ネットワーク全体の防災機能 【評価：◎】

弱点度
（整備前）

弱点度
（整備後）

改善度

当該リンクが遮断
され不通（∞）

0.92
当該リンクの整備に
より不通が解消（∞）

ランク 耐災害性 多重性
A あり あり
B あり －
C なし あり
D なし なし

※五條新宮道路全線が
整備済みと仮定

一般国道168号（五條新宮道路） 長殿道路に係る新規事業採択時評価
ごじょう しんぐう ながとの

■弱点度（α）の計測の例 ［全312リンク］ ■改善度（K）の計測の例 ［全312リンク］

①災害時不通リンク（弱点度が∞）： 45リンク
②災害時の迂回有り： 119リンク
③災害時の迂回無し： 148リンク

①リンクの整備により不通が解消： 45リンク
（改善度が∞）

②改善度が１より大： 121リンク
③改善度が１： 146リンク

３．整備効果＜＜防災面のネットワーク上のリンクとしての効果＞＞

（目標）
現 況 → 整備後

（Ｂ）
D → Ｂ

現 況：主経路に幅員の
狭い箇所 があるため、
評価レベルはＤとなる。

整備後：当該事業のルート
が幅員の狭い箇所を避け
て計画しているため、災害
危険性はなく、評価レベル
はＢとなる。

・周辺の各市町村から、最寄りの県庁所在地（奈良
市）及び隣接市町村までの到達時間を計測し、到達
時間の遅れの程度（弱点度）を評価。
・当該リンクの整備による到達時間の短縮度合い
（改善度）からネットワーク全体の防災機能向上を
評価。

【現況の評価レベル（近畿地方）】 【整備後の評価レベル（近畿地方）】

※長殿道路及び事業中箇所の整備により、過去の災害
実績より災害時に長時間通行不能と想定される箇所が整
備され、五條市～十津川村まで緊急車両が通行可能とな
る等の効果が想定される

五條市

新宮市

五條市

新宮市

※当該事業を含むリンク 全区間が事業中 および供用中のリンクが整備

0

5

10

15

αo

αw

③②①

∞

1.0

0

5

10

15

③②①

K＝1.0

∞

1.0

17リンク
K＝1.5

121×1/3＝40.3
40リンク目のＫ=1.18
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１．事業概要
・起 終 点 ： 高知県安芸市伊尾木～安芸市馬ノ丁

こうち あ き い お き あ き うまのちょう

・延 長 等 ： ５．８ｋｍ（２車線、設計速度８０km/h）

・全体事業費 ： 約２４５億円

・計画交通量 ： 約９，６００台／日

一般国道５５号 （阿南安芸自動車道）安芸道路に係る新規事業採択時評価

２．道路交通上の課題

あ き

乗用車 小型貨物 普通貨物

約6,500台/日 約1,500台/日 約1,600台/日

安芸道路

愛媛県

香川県

徳島県

高知県

図１ 事業位置図

図３ 高知県東部地域の混雑度

図４ 第３次救急医療施設の６０分圏域

効果２ 住民生活

・高速ネットワークを延伸することで、第3次医療施

設への搬送時間が短縮するとともに、60分圏域が

拡大（図４）

安芸郡北川村～高知医療センター

既事業完了時９５分→６１分 （３４分短縮）

当該区間整備６１分→５６分 （５分短縮）

安芸市以東の高知県東部地域における

６０分圏域人口：

既事業完了時

約１．5万人 → 約2．6万人（1．1万人増）

当該区間整備

約2．6万人 → 約3．3万人（0．7万人増）

総費用 177億円 総便益 247億円 基準年

215億円
170億円 18億円
7億円 14億円

平成23年
事業費 ：
維持管理費：

B／C 1.4
走行経費減少便益：
交通事故減少便益：

走行時間短縮便益：

※１：総費用、総便益については、基準年（H23年）に
おける現在価値を記入。

※２：便益には、３便益（走行時時間短縮便益、走行
時間経費減少便益、交通事故減少便益）を計上。

・経済的内部収益率（EIRR）：６．０％

図２ 国道５５号浸水箇所想定図

安芸市中心部安芸市中心部

効果１ 防災・災害時の救助活動等

・東南海・南海地震による津波浸水区間の回避による通行止めの危険性を解消し、災害時の緊急

輸送路を確保することにより、災害時における安全性・信頼性を確保（図２）

効果３ 地域経済・地域社会等

・現道からの交通転換により、混雑が解消。

・信号交差点を回避することにより、救急輸送時の走行性が向上。

（現況）H17ｾﾝｻｽ 混雑度1.0以上区間 ： 17．2km （安芸市～高知市）

（整備後） 混雑度1.0以上区間 ： 0km

高知医療センター

高知赤十字病院

あ な ん あ き

①防災・災害時の救助活動等
・高知県東部地域は東南海・南海地震の想定被害の大きな地域（震度６強、津波
高約８m）であり、当該区間に並行する現道約４．６ｋｍのうち、約４．２km（約９１％）
が浸水の影響を受けると想定

・近傍に災害時に機能する迂回路が無く、現道の寸断による代替路の確保が課題
（図２）

②住民生活

③地域経済・地域社会等
・県庁所在地である高知市～安芸生活
圏（芸西村以東）の中心都市である安芸
市間の連絡速度は３７．９km/hで、全国
平均と比較しても低く、地域間の連携に
支障を来す恐れ（図３）

３．整備効果 ＜＜防災面の課題に対する効果＞＞

・高知県東部地域は、速達
性が確保できる高速道路が未
整備。現道区間は、信号交差
点が11箇所存在し、速度が低
下。

・高知東部自動車道以東は
救急救命を担う第３次医療施
設が無いため、60分で到達で
きない地域が広く存在
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①主要都市・拠点間の防災機能 【評価：◎】

②ネットワーク全体の防災機能 【評価：◎】

ランク 耐災害性 多重性
A あり あり
B あり －
C なし あり
D なし なし

一般国道５５号 （阿南安芸自動車道）安芸道路に係る新規事業採択時評価
あ きあ な ん あ き

現況 → 整備後（目標） 評価

Ｄ → Ｂ （Ｂ） ◎

●南国市～安芸市の評価

現況 → 整備後（目標） 評価

Ｄ → Ｂ （Ｂ） ◎

●美波町（徳島県）～安芸市の評価

※隣接事業中・調査中区間が整備済と仮定

弱点度

（整備前）

弱点度

（整備後）
改善度

当該リンクが遮
断され不通（∞

）
0.5

当該リンクの整備

により不通が解消（
∞）

現 況：主経路に津波
浸水区域があるため、
評価レベルはＤとなる。

整備後：当該事業の
ルートが津波の影響を
受けないよう計画して
いるため、災害危険性
はなく、評価レベルは
Ｂとなる。

・周辺の各市町村から、最寄りの県庁所在地（高知市）
及び隣接市町村までの到達時間を計測し、到達時間
の遅れの程度（弱点度）を評価。
・当該リンクの整備による到達時間の短縮度合い（改
善度）からネットワーク全体の防災機能向上を評価。

【現況の評価レベル（四国地方）】 【整備後の評価レベル（四国地方） 】

３．整備効果 ＜＜防災面のネットワーク上のリンクとしての効果＞＞

高知市

南国市

宿毛市

安芸市

四万十市

松山市

宇和島市

新居浜市
西条市

鳴門市

阿南市

丸亀市

今治市

須崎市

徳島市

高松市

四国中央市

三好市

県庁所在地

主要な都市
（県出先庁舎の所在都市等）

重要港湾以上・地方管理空港以上

八幡浜市

洲本市

倉敷市

尾道市

坂出市

大洲市

１１

22

33

55

66

77

88

00

1111

1212

55

1616
1717

1818

1919

2020

2121

2222

2323

2626
2727

2828

2929

3030

1313

2525

99

災害危険性 脆弱性

Ｄ × ×

Ｃ × ○

Ｂ（ＢＢ） ×○（◎）

Ａ ○◎

災害危険性 脆弱性

Ｄ × ×Ｄ × ×

Ｃ × ○Ｃ × ○

Ｂ（ＢＢ） ×○（◎）Ｂ（ＢＢ） ×○（◎）

Ａ ○◎Ａ ○◎

さぬき市

吉野川市
美馬市

美波町

いの町

佐川町

久万高原町

愛南町

西予市

観音寺市

善通寺市

三豊市
3131

3232

3333

33

3535

3636

3737

3838

3939

00 11

2233

那賀町

香美市

55

66

77

88

99

【整備後】
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総費用 161 億円 総便益 　　762億円 基準年

　事業費： 155億円 　走行時間短縮便益： 736億円

　維持管理費： 6.3億円 　走行費用減少便益： 36億円

　交通事故減少便益： -9.9億円

B/C 4.7
平成23年

北谷拡幅
国道58号

沖縄自動車道

那覇港

那覇空港
那覇空港
自動車道

１．事業概要

・延 長 等：４．３ｋｍ
（８車線、設計速度６０Km/h）

・計画交通量：約９３，８００台／日

一般国道５８号 北谷拡幅に係る新規事業採択時評価
ちゃたんかくふく

・起 終 点：沖縄県北谷町浜川

～沖縄県宜野湾市伊佐

おきなわけんちゃたんちょうはまかわ

おきなわけん ぎ の わん し い さ

乗用車 小型貨物 普通貨物

約67,700台/日 約14,600台/日 約11,500台/日

北谷拡幅
那覇市

沖縄本島

・全体事業費：約２３０億円

２．道路交通上の課題

①直轄国道における交通容量不足
・ 北谷地区には、米軍基地等の就業施設や観光・
商業施設が集中し、内陸部の多くは米軍基地で
占められている。また、沖縄本島を縦貫する主
要幹線道路は国道５８号のみとなっており、通
過交通、生活交通、観光交通等全てが当該道
路に集中、そのため、直轄国道で平日、休日と
も慢性的に交通容量が不足、混雑度が高い状
態。（図２）
・ さらに当該区間においては、沖縄県の主要渋滞
ポイント等に位置づけられている国体道路入口
交差点が存在。各流入方向において混雑が発
生し、円滑な交通を阻害。
・ 将来、当該地区においては、区画整理事業等の
整備による商業施設の集積に伴い、さらに交通
需要が増大し交通混雑が進む。

図２ 北谷地区の混雑状況

②多様な目的を持った利用交通の輻輳
・ 当該地区では、全ての利用交通が国道５８号に
集中するため、朝夕のピーク時や休日など、国
道５８号が混雑する時間帯には混雑を避けて地
区内道路に通過交通が入り込んでいる。（図３）

図３ 国道混雑に伴う地区内道路への通過交通の流入

３．整備効果

図５ 北谷地区の混雑度変化

効果２ 北谷地区における地域活性化

・国道５８号の容量確保に伴い混雑が緩和され、観光及び利用客の北谷地区で
の滞在時間の増加および北谷地区の利用頻度増加が見込まれる。また、それ
に伴い北谷地区の賑わいが更に向上し、年間商品販売額増加に繋がるものと
想定される。
・混雑緩和に伴い、沿道の土地利用（米軍跡地等）の促進が期待され、北谷地区
の更なる活性化に繋がる。

資料：H17道路交通センサス
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北谷町役場

桑江中

県道県道2424号号
県道県道130130号号

北前交差点付近北前交差点付近

至　嘉手納
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国
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号
５８

国
道　
　

号
５８

R58R58砂辺砂辺

国体道路国体道路

R58R58北前北前

(H17.1.30   13:00~19:00)

滞留車両　７６．４％

通過車両　２３．６％

滞留車両　６７．８％

通過車両　３２．２％

滞留車両　５９．５％

通過車両　４０．５％

海
側
道
路

資料：将来交通量推計結果

資料：H16ナンバープレート調査

・滞留車両：北谷
地区に用事が
あり、北谷地区
に滞在する車
両

・通過車両：北谷
地区に用事が
なく、北谷地区
を通過する車両
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74,100

70,900

70,100

25,200
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33,000

29,500

81

130

23

5858

330 329

33,100

40,300

29,400

33,000

北谷地区北谷地区

47,900

54,300

51,400
27,700

県道24号BP

0.98

1.26

1.49

0.8

1

1.2

1.4

1.6

現況

（H17）
将来

（H42）

混
雑
度

国道５８号北谷地区における混雑度

22%改善

整備なし

整備あり■凡例(混雑度)

：　 ～1.0未満

：　     2.0以上

：　1.0～1.5未満

：　1.5～2.0未満

・経済的内部収益率（ＥＩＲR)：１３．９％
※総費用・総便益については、基準年（Ｈ２３）における現在価値を記入
※便益には３便益（走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益）を計上

費用対便益の詳細

混雑度 ： 現況 １．２６ → 整備後 ０．９８ （２２％改善）
速達性の確保 ： 現況 約２２分 → 整備後 約８分 （約１４分短縮）図1 事業位置図

・ また、混雑を嫌った観光客が北谷地区での滞在時間をさ
らに減少させたり、他地区の利用へ転換、フィッシャリー
ナ計画※等開発計画へも影響する恐れがある。

※フィッシャリーナ計画とは、FISH/Fishery(魚/漁業)とArena(劇場)を組み合わせた造語であり、
この一帯を開発し、漁業や商業施設を含めた都市型観光リゾートの形成を目指すもの。

出典：北谷町ホームページ

図４ フィッシャリーナ計画 完成予想全体図

効果１ 北谷地区の交通容量確保

・北谷拡幅の整備により、国道５８号北谷地区における交通容量を確保。（図５）
・国体道路入口交差点の渋滞が解消。
・伊佐北交差点からアメリカンビレッジまでの速達性が向上。
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